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⾼齢障害者の起き上がり動作を介助する介助⽅法の実験的研究
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Research Abstract

本研究の主要⽬的は,腰背部に⽣じる負荷量を最⼩限にするための,効率の⾼い介助⽅法を明⽰することである.対象:起き上がり動作を介助する介助者として本研究に同意した健常成⼈12名
である.平均⾝⻑は168.2±4.6cm,平均体重は65.1±2.6kg,模擬患者は⾝⻑168cm,体重62kgであった.⽅法:介助⽅法は引き起こし(⽅法(1)),抱え起こし(⽅法(2)),抱え引き起こし(⽅法
(3))の3通りである.計測には3次元画像解析装置で介助者の体幹⾓度を測定し,表⾯筋電計で体幹の筋活動を測定した.また荷重計で介助者の両⾜部荷重量,を測定した.各計測器からのシグ
ナルをAD変換器を介してPCに取り込み解析した.結果:各介助動作の体幹前屈⾓度が80%以上伸展するまでの所要時間は,⽅法(1)や⽅法(2)の介助動作は⽅法(3)に⽐べて20から25%タイ
ム短い所要時間で体幹が伸展していた.⼀⽅,体幹の回旋⾓度は,⽅法(1)と(2)の介助⽅法は,体幹下部(腰部)の回旋⾓度が,体幹上部(胸部)に⽐べて有意に可動域が増⼤し,体幹の体軸内回旋
を伴う介助動作であった.介助者の垂直荷重量は,介助の開始時左⾜部に全体重の68〜77%を荷重しており,移動時の荷重量(N)を所要時間(△T)を除して荷重減荷率を算出すると,⽅法(3)が
他の2⽅法より⼩さく効率的であった.体幹の筋活動は,背部の脊柱起⽴筋が35〜49%MVCの持続的な活動を⽰したのに対し,腹部の腹斜筋は⽅法(1)と(2)で42〜79%MVCの有意な増⼤を
⽰した.以上の結果から介助動作は,体幹前屈動作に⾮対称的な体幹の回旋やツイスト動作が加わらない姿勢とし,また減荷率で⽰された,急激な荷重量の移動を少なくした介助動作である⽅
法(3)が,介助負担の少ない介助⽅法であることが⽰された.
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